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政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
保
険
証
の
一
体
化
の
中
で
、
2

0
2
4
年
秋
か
ら
保
険
証
交
付
の

廃
止
の
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
本
来
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
取
得
の
「
実
質
義
務

化
」
を
目
論
む
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
保
険
証
交
付
を
通
じ
て
、

健
診
受
診
の
呼
び
か
け
や
国
保
事

業
の
周
知
を
進
め
、
帰
属
意
識
を

高
め
る
こ
と

で
よ
り
高
い

保
険
者
機
能

の
発
揮
を
目

指
し
て
き
ま

し
た
。
保
険

証
交
付
廃
止

は
こ
う
し
た
保
険
者
幾
能
の
低
下

を
招
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
で
利
便
性
は
向
上

し
ま
せ
ん
。
逆
に
受
付
窓
口
の
混

乱
や
保
険
者
の
実
務
負
担
増
大
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

東
京
土
建
は
、
土
建
国
保
を
守

る
た
め
に
、
全
国
の
仲
間
と
「
健

康
保
険
証
廃
止
撤
回
を
求
め
る
60

万
人
署
名
」
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

こ
の
「
国
保
組
合
の
育
成
・
強

化
、
保
険
証
交
付
の
存
続
を
求
め

る
要
請
署
名
」
は
、
全
国
の
建
設

労
働
者
を
組
織
す
る
全
国
建
設
労

働
組
合
総
連
合
（
全
建
総
連
）
が

呼
び
か
け
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う

な
全
国
規
模
の
署
名
が
呼
び
か
け

ら
れ
る
の
は
、
実
に
21

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

保
険
証
の
廃
止
は
組
合

の
存
亡
に
も
関
わ
り
ま

す
。5

月
よ
り
組
織
数
の

2
倍
を
目
標
に
取
り
組

み
ま
す
。
多
く
の
仲
間
・
家
族
に

「
60
万
人
署
名
」
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

塩野さん

仲
間
を
ふ
や
す
取
り
組
み
、
春
の
拡
大
月
間
（
4
〜
5
月
）
が
各

支
部
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
直
に
顔
を
合
わ
せ
る
行
動
が
戻
る

な
か
で
、
組
合
員
と
の
対
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。

4
月
16
日
に
行
な
わ
れ
た
支
部

大
会
終
了
後
の
出
陣
式
で
、
多
摩

西
部
支
部
の
春
の
拡
大
は
始
ま
り

ま
し
た
。

4
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
い
う

こ
と
で
、
参
加
し
た
約
1
3
0
人

の
仲
間
た
ち
は
マ
ス
ク
を
し
な
が

ら
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
明
る
く

会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

「
年
間
拡
大
目
指
し
て

全
群

あ
げ
て

頑
張
る
ぞ

ブ
ラ
ボ
ー

‼
」
（
砂
川
分
会
）
、
「
2
年
連

続

脱
退
防
止

№
1
！
」
（
昭

島
中
央
分
会
）
、
「
各
月
間
を
通

し
て

新
た
な
役
員
を
み
つ
け
よ

う
！
」
（
拝
東
一
分
会
）
な
ど
、

各
分
会
か
ら
は
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
向
か
っ
て
力
強
い
決
意
表
明
が

あ
り
、
若
い
仲
間
か
ら
の
元
気
な

発
言
も
目
立
ち
ま
し
た
。

月
間
中
の
行
動
に
つ
い
て
、「
行

動
量
を
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
し
て
仲

間
と
直
接
対
話
が
で
き
る
訪
問
行

動
、
参
加
者
を
集
め
る
た
め
の
声

掛
け
も
行
な
い
仲
間
に
寄
り
添
っ

た
行
動
を
進
め
て
い
く
」
と
皆
で

確
認
。
ま
た
、
全
分
会
か
ら
合
計

85
人
の
過
去
最
高
の
持
ち
寄
り
が

あ
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
弾
み

を
つ
け
ま
し
た
。
適

用
除
外
に
よ
る
事
業

所
か
ら
の
加
入
や
一

人
親
方
な
ど
の
労
災

加
入
が
主
な
成
果
内

容
で
し
た
。

多
摩
西
部
支
部

は
、
こ
の
ま
ま
目
標

達
成
へ
の
構
え
を
崩

さ
ず
、
年
間
増
勢
と

4
0
0
0
人
支
部
の

実
現
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
き

ま
す
。

【
文
京
・
書

記
・
来
栖
紳
介

記
】
春
の
拡
大

月
間
の
な
か

で
、
後
継
者
対

策
部
に
よ
る
後

継
者
世
代
へ
の

夜
間
訪
問
行
動

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
4
月

20
日
の
行
動
日

に
は
、
全
分
会

で
の
部
長
選
出

に
向
け
て
、
横

田
亮
一
部
長
を

先
頭
に
後
継
者
対
策
部
員
4
人
が

集
ま
り
、
未
選
出
分
会
の
若
い
仲

間
5
人
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
話
題
は
6
月
3
日
の

豊
島
支
部
と
の
合
同
企
画
「
若
手

交
流
会
（
ド
ロ
ー
ン
活
用
セ
ミ
ナ

ー
）
」
と
6
月
18
日
の
「
潮
干
狩

り
バ
ス
レ
ク
」
。
は
つ
り
工
の
仲

間
か
ら
は
「
ド
ロ
ー
ン
活
用
、
気

に
な
っ
て
い
た
。
面
白
そ
う
な
企

画
な
の
で
、
予
定
を
調
整
し
て
み

る
」
と
好
感
触
を
得
ま
し
た
。

最
後
に
訪
問
し
た
造
園
の
仲
間

は
「
地
方
の
現
場
が
多
く
、
明
日

も
箱
根
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
税
金
も
高
く
、
休
み
な
し
で

働
か
な
い
と
生
活
が
苦
し
い
」
と

切
実
な
声
。
「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
仲
間
の
声
を
国
に
届
け
る
。

そ
の
為
に
も
ご
協
力
を
」
と
要
求

実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
広

げ
ま
し
た
。

昨
年
、
新
た
に
分
会
後
継
者
対

策
部
長
に
な
り
、
訪
問
行
動
に
初

め
て
参
加
し
た
第
五
分
会
の
佐
藤

郷
志
さ
ん
は
「
物
価
高
騰
を
な
か

な
か
価
格
転
嫁
で
き
ず
大
変
。
宿

泊
費
も
上
が
り
遠
い
現
場
で
も
直

帰
し
て
い
る
。
賃
上
げ
の
運
動
は

大
事
」
と
話
し
、
組
合
運
動
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
年
齢
が
近
い
同
世
代
同

士
、
会
話
も
弾
み
、
終
始
笑
顔
の

訪
問
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
来
月

も
後
継
者
対
策
部
で
の
訪
問
行
動

を
計
画
し
ま
す
。

第五分会の佐藤郷志さん（左）

■
「
平
和
を
求

め
軍
拡
を
許
さ
な

い
」
と
し
て
「
女

た
ち
」
が
会
を
発

足
さ
せ
た
。
今
年

の
1
月
の
こ
と
だ
。
中
心
メ
ン

バ
ー
は
上
野
千
鶴
子
東
京
大
学

名
誉
教
授
や
田
中
優
子
法
政
大

学
前
総
長
な
ど
で
、
2
月
に
は

岸
田
首
相
や
与
野
党
の
代
表
、

連
合
会
長
宛
て
の
7
万
4
千
筆

の
署
名
を
集
め
、
早
速
、
議
員

会
館
で
手
渡
し
た
。

■
そ
の
立
ち
上
げ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
語
ら
れ
た
の
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
女
性
や

若
者
へ
の
支
援
を
求
め
て
も

「
社
会
保
障
費
が
膨
れ
上
が
っ

て
い
る
」
と
一
蹴
さ
れ
我
慢
さ

せ
ら
れ
て
き
た
の
に
、
突
然
、

巨
額
の
軍
事
予
算
が
出
現
し
た

こ
と
へ
の
強
い
違
和
感
だ
。
ま

っ
た
く
そ
の
通
り
だ
。

■
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
理

由
が
「
戦
争
に
な
る
可
能
性
が

迫
っ
て
い
る
事
態
を
、
女
性
た

ち
が
初
め
て
参
政
権
（
投
票

権
）
を
も
っ
て
迎
え
て
い
る
」

と
い
う
事
実
だ
。
田
中
さ
ん
は

4
月
の
講
演
の
な
か
で
、
女
性

の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
戦
前
と
の
違
い
に
着
目
し

「
こ
の
意
味
の
重
さ
を
わ
か
っ

て
ほ
し
い
」
と
強
調
、
権
利
を

放
棄
せ
ず
、
反
戦
を
表
明
し
続

け
よ
う
と
訴
え
た
。

■
先
日
行
な
わ
れ
た
衆
参
5

つ
の
補
欠
選
挙
の
結
果
は
、
与

党
の
4
勝
。
先
行
き
不
透
明
な

が
ら
、
解
散
・
総
選
挙
の
時
期

は
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
の
平
和
と
発
展
の
た
め
に

は
、
真
に
女
性
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
と
、
女
性
の
意
見

が
も
っ
と
反
映
さ
れ
る
社
会
、

組
織
作
り
が
必
要
だ
。

多摩西部

８５
人
の
加
入
で
最
高
の
ス
タ
ー
ト

仲
間
に
寄
り
添
う
月
間
に

持ち寄り13人でいち早く目標を超過達成した高松分会の
皆さんと駄原成行分会長（右から4人目）

同じ世代に声かけ
後継対部長先頭に行動文

京

支
部
定
期
大
会

特

集

号

６０
万
人
署
名
で「
保
険
証
の
存
続
」を

６０
万
人
署
名
で「
保
険
証
の
存
続
」を

す
べ
て
の
支
部
で
4
年
ぶ
り
に

ほ
ぼ
通
常
の
形
で
大
会
が
開
か

れ
、
分
科
会
で
も
活
発
な
討
議
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
36
支
部
の
新

年
度
方
針
、
新
四
役
人
事
な
ど
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
関
連
記
事
3
〜
7
面
）

社
会
保
障
対
策
部
長

塩
野
操


